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第17号

町内会加入率調査（R2年7月末）
　人口････23,201人　 加入世帯数････4,559世帯
　世帯･･11,306世帯　 町内会加入率････40.32％

　
令
和
２
年
の
中
標
津
町
全
町
内

会
連
合
会
の
定
期
総
会
は
、
全
国

的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
猛
威
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が

出
さ
れ
た
事
を
受
け
、
連
合
会
が
、

昭
和
56
年
設
立
以
来
初
の
「
書
面

で
の
議
決
」
と
の
文
書
が
各
町
内

会
長
宛
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
５
月
29
日
、
す
べ

て
の
議
案
に
つ
い
て
、
過
半
数
の

賛
成
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
様
々
な
事
業
を
展
開
す
る
べ
く

計
画
を
進
め
て
来
た
連
合
会
も
８

月
に
な
っ
て
も
衰
え
を
見
せ
な
い

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
す
べ
て
の
委

員
会
の
開
催
が
遅
く
な
る
な
ど
の

事
態
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
全
町
連
だ
よ
り
」
は
、

今
年
度
か
ら
、
年
４
回
の
発
行
が
、

３
回
と
な
り
ま
す
。

◆
活
動
方
針
と
主
な
方
策

一�　
安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
。

　
〇�

あ
い
さ
つ
・
み
ま
も
り
・
た
す
け
あ

い
運
動
を
推
進
す
る
。

　
〇�

町
内
に
住
む
人
た
ち
が
健
康
で
安
心

に
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域
で
の
支
え
合

い
を
工
夫
す
る
。

　
〇�

防
災
・
福
祉
・
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

二�　
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
い
、

町
内
会
の
活
性
化
を
図
る
。

　
〇�

町
内
の
生
活
関
連
情
報
を
地
域
住
民

へ
積
極
的
に
提
供
す
る
。

　
〇�

広
報
紙
「
全
町
連
だ
よ
り
」
を
発
行

し
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
努

め
る
。

　
〇�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
広
報
を

推
進
す
る
。

三�　
町
内
会
へ
の
参
加
意
識
を
高

揚
さ
せ
加
入
促
進
を
行
い
、
組

織
強
化
を
図
る
。

　
〇�

多
く
の
住
民
が
町
内
会
の
活
動
に
参

加
で
き
る
仕
組
み
を
工
夫
す
る
。

　
〇�

い
ろ
い
ろ
な
加
入
促
進
の
事
業
を
計

画
し
、
加
入
率
の
向
上
を
は
か
る
。

四�　
地
域
行
事
等
に
積
極
的
に
参

加
、
協
力
す
る
。

　
〇�

第
12
回
な
か
し
べ
つ
３
３
０°
開
陽

台
マ
ラ
ソ
ン
に
協
力
す
る
。（
中
止
）

◆
各
部
の
事
業

〈
総
務
部
〉

　
・
会
務
運
営
の
充
実
を
図
る

　
・
情
報
誌
を
発
行
す
る

　
・�

諸
会
議
・
新
年
交
流
会
の
実
施

　
・�

町
内
会
加
入
促
進
へ
の
事
業
計
画
を

す
す
め
る

〈
厚
生
福
祉
部
〉

　
・�

地
域
福
祉
の
向
上
に
連
携
を
図
る

　
・�

高
齢
者
の
実
態
を
把
握
し
地
域
で

の
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
工
夫

〈
環
境
衛
生
部
〉

　
・
全
町
一
斉
清
掃
の
実
施

　
・
道
路
縁
石
の
雑
草
除
去

　
・�

ご
み
減
量
化
に
関
す
る
調
査
研
究

　
・
再
生
資
源
ご
み
回
収
運
動
の
推
進

　
・�

環
境
、
衛
生
意
識
の
向
上
（
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携

し
取
組
ん
で
い
く
）

〈
交
通
防
犯
部
〉

　
・�

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
（
犯
罪
、
青
少
年
の
非
行
、
交
通

事
故
に
対
す
る
防
止
策
）

　
・
交
通
安
全
運
動
へ
の
参
加

　
・
防
災
、
防
火
思
想
の
普
及

　
・
自
主
防
災
組
織
の
育
成

〈
子
供
育
成
部
〉

　
・�

全
町
連
子
供
育
成
部
の
運
営
及
び
事

業
の
推
進

　
・�

子
ど
も
会
に
関
す
る
会
議
・
大
会

　
・�

子
ど
も
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

〈
女
性
部
〉

　
・
女
性
部
活
動
の
強
化
、
充
実

　
・�

自
主
活
動
の
推
進
と
各
町
内
会
女
性

部
と
の
連
携

　
・�

女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
先
進
地
域

と
の
情
報
交
換

令
和
２
年
度　
全
町
内
会
連
合
会
定
期
総
会

令
和
２
年
度　
全
町
内
会
連
合
会
定
期
総
会

昭
和
昭
和
５６５６
年
設
立
以
来
初
の
書
面
議
決
に

年
設
立
以
来
初
の
書
面
議
決
に

令
和
２
年
度　
事
業
活
動
計
画

◇
今
年
度
の
役
員
体
制

会
　
長
　
佐
々
木
俊
三

副
会
長
　
延
　
　
　
寿

〃
　
　
小
貫
　
正
勝

〃
　
　
佐
々
木
　
優

〃
　
　
谷
川
　
好
則

〃
　
　
長
正
路
　
清

〃
　
　
株
田
　
　
宏

理
　
事
　
小
貫
正
勝（
兼
）

〃
　
　
伊
藤
　
哲
雄

〃
　
　
秋
山
　
俊
彦

〃
　
　
小
野
寺
　
学

〃
　
　
坂
脇
孝
一
郎

〃
　
　
高
村
　
　
隆

〃
　
　
松
崎
　
正
幸

〃
　
　
三
枝
　
邦
夫

〃
　
　
遠
藤
　
昭
男

〃
　
　
新
谷
　
誠
治

〃
　
　
有
原
　
國
男

〃
　
　
後
藤
　
　
順

〃
　
　
端
　
　
裕
子

〃
　
　
小
嶋
美
智
子

監
　
事
　
細
矢
　
栄
司

〃
　
　
館
下
　
裕
典

　
令
和
２
年
度
全
町
内
会
連
合
会

長
表
彰
者
名
簿
～
永
年
町
内
会
活

動
に
尽
力
さ
れ
功
績
が
認
め
ら
れ

た
方
々

　
吉
田　
謙
一　
西
泉
町
内
会

　
西
尾　
保
則　
桜
ヶ
丘
町
内
会

　
黒
川　
義
紀　
川
西
町
内
会

　
佐
藤　
房
夫　
末
広
町
内
会

　
岡
田　
尚
弥　
白
樺
町
内
会

　
高
橋　
　
栄　
旭
第
２
町
内
会

　
和
田　
勝
美　
東
中
町
内
会

　
中
泉　
弘
美　
東
町
内
会

　
原
田　
　
昇　
旭
第
一
町
内
会

あいさつ、あいさつ、

みまもり、みまもり、

たすけあいたすけあい

子どもの安全の

みまもり、

こころがけて

いきましょう



◇町内会加入は…各町内会役員または全町内会連合会事務局（TEL73-3111内線220）へ申し込みを！

　
北
町
町
内
会
は
、
丸
山
、
北
町
、
北

中
地
区
を
中
心
と
し
た
住
民
で
構
成
さ

れ
た
町
内
会
で
す
。

　
小
さ
な
町
内
会
で
す
が
、
町
内
会
の

皆
様
の
努
力
も
あ
り
会
員
の
親
睦
、
交

流
を
深
め
る
べ
く
年
間
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
月
に
は
新
年
会
を
実
施
、

５
月
に
は
春
ま
つ
り
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
内
容
と
し
て
は
、
こ
こ
何
年
か
は
町

の
ご
み
拾
い
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
行
事
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
９
月
に
は

敬
老
の
日
に
合
わ
せ
敬
老
会
を
実
施
し

て
お
り
、
年
末
に
は
総
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
行
事
は
す
べ
て
中
止
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
当
町
内
会
に

お
い
て
も
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
て
く

る
と
思
い
ま
す
が
、
行
事
は
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
内
会
� 

――
―
―
―
― 

北
町
町
内
会
会
長　

菅
原　
栄
一

　
東
町
内
会
は
会
員
の
参
加
と
交
流
の

中
か
ら
、
住
み
よ
い
町
内
会
づ
く
り
を

目
指
し
、
多
く
の
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
春
に
は
一
斉
清
掃
、
公
園
の
草

刈
り
、
ブ
ラ
ン
コ
の
設
置
、
夏
に
は
中

標
津
神
社
祭
典
へ
大
き
な
山
車
と
子
供

太
鼓
で
の
参
加
、
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体

操
。
町
内
会
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」、
秋

の
清
掃
と
ブ
ラ
ン
コ
の

片
づ
け
、
冬
に
は
「
餅

つ
き
大
会
」
の
開
催
と
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
参
加
で
き
る
よ
う

企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
何
時

何
処
で
起
き
る
か
判
ら

な
い
、
災
害
へ
の
取
組

が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　
全
町
内
会
連
合
会
で
は
、
中
標
津
町
よ
り
4
月
14
日

に
「
次
亜
塩
素
酸
水
」
町
民
配
布
の
依
頼
を
受
け
、
こ

ん
な
時
に
こ
そ
役
に
立
て
れ
ば
と
、
町
内
会
会
員
及
び

未
加
入
世
帯
に
も
配
布
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　
配
布
す
る
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
各
町
内

会
で
は
周
知
方
法
や
配
布
方
法
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
全

戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
町
内
会
、
車
に
拡
声
器
を
付

け
て
呼
び
か
け
た
町
内
会
、
班
長
が
チ
ラ
シ
を
持
っ
て

隣
近
所
に
声
掛
け
を
し
た
町
内
会
な
ど
あ
り
、
配
布
方

法
も
、
町
内
会
館
に
ポ
リ
タ
ン
ク
を
設
置
し
各
自
が
取

り
に
来
る
方
法
や
、
容
器
に
入
れ
て
全
戸
配
布
し
た
町

内
会
や
、
1
日
の
う
ち
に
時
間
と
場
所
を
変
え
て
配
布

し
た
町
内
会
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
が
奮
闘
い

た
し
ま
し
た
。

　
町
内
会
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

そ
の
結
果

　

１
回
目
４
月
21
日
～
28
日
、
配
布
総
量
３
，
２
０
０

ℓ
（
６
，
４
０
０
世
帯
相
当
）

　

２
回
目
６
月
13
日
～
19
日
、
配
布
総
量　
４
９
０
ℓ

（
９
８
０
世
帯
相
当
）

　
（
2
回
目
が
少
な
か
っ
た
の
は
、
次
亜
塩
素
酸
水
の

効
果
に
つ
い
て
の
報
道
が
あ
っ
た
為
で
す
が
、
そ
の
後

メ
ー
カ
ー
で
有
効
性
が
あ
る
事
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
）

　
今
後
も
、
こ
の
よ
う
に
全
町
内
会
連
合
会
で
は
、
共

助
が
大
事
だ
と
思
い
日
々
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
各
町
内
会
へ
の
加
入
促
進

に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
昨
年
度
、
全
町
的
に
加
入
率
が
低
迷
す

る
中
、
町
長
、
議
会
議
員
と
数
度
に
わ
た

り
懇
談
会
を
開
催
し
、
町
内
会
の
重
要
性

と
必
要
性
に
つ
い
て
再
確
認
し
、
活
性
化

す
る
た
め
に
検
討
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
今
年

度
に
入
り
取
り
組
み
が
中
断
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
般
、
町
長
、
町
議
会
議
員
選

挙
に
当
た
り
こ
れ
ま
で
の
検
討
会
で
出
さ

れ
た
意
見
を
整
理
し
、
立
候
補
者
に
「
要

望
書
」
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
主

な
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１�　
大
災
害
時
の
体
制
整
備
の
迅
速
化
が

急
務
で
あ
る
こ
と
。

２�　
町
民
が
等
し
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
に
は
町
内
会
の
活
動
が
大
切
で
あ

る
こ
と
。

３�　
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
行

政
と
町
内
会
が
両
輪
と
な
っ
て
各
種
取

り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
な
こ

と
。

４�　
社
会
の
現
状
に
合
っ
た
自
治
基
本
条

例
の
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
。

　
ま
た
、
全
町

連
で
は
右
記
の

よ
う
な
趣
旨
に

基
づ
き
、「
町

内
会
加
入
促
進

事
業
計
画
」
を

策
定
し
、
加
入

率
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
と
共
働
き
が
多
い
現
状

の
中
、
災
害
時
こ
そ
会
員
相
互
の
助
け

合
い
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
町
内
会
へ
の
加
入
促
進
を
図
り
、
み

ん
な
で
安
心
安

全
な
町
内
会
づ

く
り
を
進
め
ま

す
。

私
た
ち
の
町
内
会
� 

――
―
―
―
―
―

 

東
町
内
会
長　

中
野　
勝
也

町
内
会
の
必
要
性
を
再
確
認
し
、

活
性
化
を
図
る
た
め
に

―
町
長
、
町
議
候
補
に
要
望
書
提
出
―

▪
▪
▪  

次
亜
塩
素
酸
水
配
布

次
亜
塩
素
酸
水
配
布  

▪
▪
▪


